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文化と宗教の多様性
名前

月 日

現代社会 憲法 政治 経済 国際社会 これから

今
日
の
問
い

文化や宗教のちがいがある世界で、どうすればたがいに理解し合えるのだろう。
語群はありません。習ったことを思い出して書こう。

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 ユネスコは、 条約にもとづいて、各地の文化や自然を守る活動を進めている。

2 人や情報の行き来が につれて、文化のちがいから行きちがいや対立が生まれることもある。

3 世界の国々には、それぞれの や自然に根ざした多様な文化がある。

4 信教の自由とは、 を信じる自由のことである。

5 文化のちがいから起こる対立や行きちがいを という。

6 日本国憲法は、第 条で信教の自由を保障している。

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 仏教は、東アジア・東南アジアなどに広まった。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

8 ヒンドゥー教は、インドで信者が多い。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

9 エルサレムは、仏教の聖地とされる都市である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

10 キリスト教は、主にヨーロッパや南北アメリカなどに広まった。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

11 異文化理解の説明として、正しいものを選びなさい。　( )

ア ほかの文化と交わらないこと イ 自分と異なる文化を知り、尊重すること

ウ 自国の文化だけを守ること エ 世界遺産を登録すること

12 エルサレムについて、正しいものを選びなさい。　( )

ア ヒンドゥー教の信者が多い都市 イ ユダヤ教・キリスト教・イスラム教の聖地とされる都市

ウ 仏教の開祖が教えを説いた都市 エ 国際司法裁判所が置かれた都市
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